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慶
長
一
六
年
（
一
六
一
一
）、
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
と
神
尾
志
津
と
の
間
に

誕
生
し
た
保
科
正
之
。
出
生
時
、
父
秀
忠
と
正
室
江
与
の
間
に
は
、
す
で
に
多

く
の
子
ど
も
が
い
ま
し
た
。
正
之
は
正
式
に
秀
忠
の
子
と
認
め
ら
れ
ず
、
武
田

信
玄
の
娘
・
見
性
院
に
養
わ
れ
ま
す
。
七
歳
で
武
田
家
ゆ
か
り
の
保
科
正
光
の

養
子
と
な
り
、
二
一
歳
の
時
に
は
正
光
の
遺
領
・
高
遠
三
万
石
を
相
続
し
、
保

科
家
が
徳
川
家
康
か
ら
拝
領
し
た
感
状
や
太
刀
な
ど
、
保
科
家
相
伝
の
品
も
受

け
継
ぎ
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
翌
年
、
実
父
秀
忠
が
逝
去
す
る
と
、
実
兄
の
三
代

将
軍
家
光
に
よ
り
徐
々
に
取
り
立
て
ら
れ
、
山
形
二
〇
万
石
、
さ
ら
に
は
会
津

二
三
万
石
へ
と
加
増
転
封
を
重
ね
ま
し
た
。

　

こ
の
過
程
で
家
光
は
、
保
科
家
相
伝
の
品
を
、
正
之
の
義
理
の
叔
父
に
あ
た

る
保
科
正
貞
（
上
総
国
飯
野
藩
祖
）
に
渡
す
よ
う
命
じ
ま
す
。
家
光
は
、
正
之

を
将
軍
家
の
血
筋
に
連
ね
、「
保
科
」
の
家
名
は
保
科
正
貞
に
任
せ
よ
う
と
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
正
之
は
相
伝
の
品
を
正
貞
に
譲
り
渡
し
ま
し
た
が
、

保
科
家
へ
の
恩
義
を
感
じ
、「
保
科
」
の
名
は
捨
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
以
後
、
保

科
両
家
は
親
戚
と
し
て
付
き
合
い
、
飯
野
藩
保
科
家
は
、
相
伝
の
品
を
永
く
大

切
に
守
り
伝
え
ま
し
た
。

　

正
之
四
一
歳
の
時
、
家
光
は
臨
終
の
床
で
、
嗣
子
家
綱
の
後
見
を
託
し
ま
す
。

正
之
は
そ
の
後
隠
居
す
る
ま
で
会
津
に
帰
ら
ず
、
甥
に
あ
た
る
幼
将
軍
家
綱
を
守

り
立
て
、
日
々
登
城
し
て
文
治
政
治
を
推
し
進
め
ま
し
た
。
こ
の
間
、
国
元
で
は

優
秀
な
家
臣
た
ち
が
、
正
之
の
指
示
に
よ
り
藩
領
の
整
備
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
正
之
生
誕
四
〇
〇
年
の
節
目
で
す
。
こ
れ
を
機
に
、「
大
老
」
や
「
半

天
下
」
と
呼
ば
れ
、
存
在
感
を
放
っ
た
正
之
の
一
生
を
見
つ
め
直
し
ま
す
。
特

に
、
親
交
の
深
か
っ
た
大
名
家
に
残
さ
れ
た
諸
資
料
か
ら
、
正
之
と
正
之
が
活

躍
し
た
時
代
に
せ
ま
り
ま
す
。
ま
た
正
之
が
保
科
正
貞
に
移
譲
し
た
保
科
家
相

伝
の
品
は
、
今
回
出
品
が
か
な
い
、
ま
と
め
て
ご
覧
頂
け
る
初
め
て
の
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
展
示
構
成

　

プ
ロ
ロ
ー
グ　

数
奇
な
運
命

　

第
一
章　
　
　

奥
州
の
咽の

ど喉
・
会
津
へ

　

第
二
章　
　
　

臣
下
の
立
場
で―

幼
将
軍
の
後
見―

　

第
三
章　
　
　

二
つ
の
保
科
家

（表紙）保科正貞画像（個人蔵）

徳川家康朱印状　保科正直宛（個人蔵）

保科氏系図（個人蔵）

生
誕
四
〇
〇
年
記
念  

保
科
正
之
の
時
代

秋
の
企
画
展

二
〇
一
一
年
一
〇
月
八
日（
土
）～
一
一
月
二
七
日（
日
）

＊
会
期
中
に
一
部
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
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第
四
章　
　
　

ゆ
か
り
の
諸
大
名

　

第
五
章　
　
　

人
柄
と
学
問

　

エ
ピ
ロ
ー
グ　

正
之
が
遺
し
た
も
の

■
関
連
行
事

　
（
１
）
記
念
講
演
会
１

　
　
「
保
科
正
之
と
そ
の
同
志
た
ち
～
江
戸
儒
学
の
黎
明
期
～
」

　
　

日
時
：
一
〇
月
一
六
日（
日
）
一
三
時
三
〇
分
～
一
五
時
〇
〇
分

　
　

場
所
：
福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　
　

講
師
：
小
島　

毅
氏（
東
京
大
学
人
文
社
会
系
研
究
科
准
教
授
）

　
（
２
）
記
念
講
演
会
２

　
　
「
保
科
正
之
は
な
ぜ
神
に
祀
ら
れ
た
か
」

　
　

日
時
：
一
一
月
二
七
日（
日
）
一
三
時
三
〇
分
～
一
五
時
〇
〇
分

　
　

場
所
：
福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　
　

講
師
：
真
壁
俊
信
氏（
歴
史
学
博
士
）

　
（
３
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
「
保
科
正
之
と
そ
の
時
代
～
ゆ
か
り
の
大
名
家
か
ら
さ
ぐ
る
～
」

　
　

日
時
：
一
一
月
六
日（
日
）
一
三
時
三
〇
分
～
一
六
時
二
〇
分

　
　

場
所
：
福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　
　

講
師
：
菊
池
紳
一
氏（
財
団
法
人
前
田
育
徳
会
理
事
・
尊
経
閣
文
庫
主
幹
）

　
　
　
　
　

角
屋
由
美
子
氏（
米
沢
市
上
杉
博
物
館
学
芸
主
査
）

　
　
　
　
　

野
田
浩
子
氏（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
史
料
課
史
料
係
長
）

　
（
４
）
会
津
慶
長
地
震
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　

日
時
：
一
一
月
一
九
日（
土
）
一
三
時
三
〇
分
～
一
六
時
三
〇
分

　
　

場
所
：
福
島
県
立
博
物
館
講
堂
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

　
　

講
師
：
鈴
木
尉
元
氏（
元
通
産
省
地
質
調
査
所
地
質
情
報
セ
ン
タ
ー
長
）

　
　
　
　
　

堀　

健
彦
氏（
新
潟
大
学
人
文
学
部
准
教
授
）

　
（
５
）
保
科
正
之
展
リ
レ
ー
解
説
会
（
鶴
ヶ
城
天
守
閣
と
合
同
企
画
）

　
　

日
時
：
①
一
〇
月
九
日（
日
）
一
三
時
三
〇
分
～
一
五
時
三
〇
分

　
　
　
　
　

②
一
〇
月
二
二
日（
土
）
一
三
時
三
〇
分
～
一
五
時
三
〇
分

　
　

場
所
：
当
館
及
び
鶴
ヶ
城
天
守
閣
の
各
展
示
会
場（
当
館
集
合
）

　
　

講
師
：
両
館
学
芸
員

鶏図　徳川家綱筆（德川記念財団蔵） 短刀　朱銘 延壽（個人蔵）

保科正之書状　本多政長宛（藩老本多蔵品館蔵）
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イ
ベ
ン
ト
紹
介

　

東
北
・
関
東
を
襲
っ
た
巨
大
地
震
は
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た

い
損
害
を
数
多
く
の
人
々
に
与
え
ま
し
た
。
福
島
県
は
巨
大
地

震
・
津
波
に
加
え
て
の
原
子
力
発
電
所
事
故
と
い
う
こ
れ
ま
で

に
誰
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
未
曾
有
の
困
難
に
直
面
し
て
い

ま
す
。

　

未
来
へ
の
架
け
橋
で
も
あ
り
、
人
々
が
日
々
を
生
き
て
い
く

上
で
の
心
の
糧
と
も
な
る
文
化
は
、こ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
し
っ

か
り
立
ち
上
が
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、
第
二
回
と
な
る
「
会
津
・
漆
の

芸
術
祭
二
〇
一
一
」
は
「
東
北
へ
の
エ
ー
ル
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ
に

掲
げ
ま
し
た
。「
東
北
へ

の
エ
ー
ル
」
の
想
い
、

そ
し
て
失
わ
れ
た
多
く

の
命
に
捧
げ
る
鎮
魂
と

再
生
の
願
い
が
込
め
ら

れ
た
作
品
や
イ
ベ
ン
ト

に
よ
っ
て
、
復
興
へ
の

道
筋
を
文
化
の
力
で
照

ら
し
出
し
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　

会
津
・
漆
の
芸
術
祭

に
参
加
す
る
作
家
さ

ん
は
約
一
〇
〇
組
。
会

津
地
域
で
活
躍
す
る

漆
の
職
人
や
作
家
、

福
島
県
内
外
の
作
家

た
ち
で
す
。
み
な
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
に
「
東

北
へ
の
エ
ー
ル
」
を
作

品
に
こ
め
て
出
品
し

ま
す
。
一
部
を
ご
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

　

ド
イ
ツ
人
で
新
潟

市
在
住
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ア
ン
テ
ィ
エ
・
グ
メ
ル
ス
さ
ん
は
、

東
日
本
大
震
災
発
生
後
、
福
島
の
平
安
を
祈
り
つ
つ
描
き
つ
づ

け
た
絵
画
作
品
を
出
品
し
ま
す
。
数
セ
ン
チ
角
の
小
さ
な
絵
が

三
三
三
点
。
一
点
一
点
に
ア
ン
テ
ィ
エ
さ
ん
の
祈
り
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
作
品
タ
イ
ト
ル
は
「333 PRA

Y
ERS

・333

の
祈

り
」。
展
示
会
場
は
喜
多
方
市
の
小
原
酒
蔵
さ
ん
で
す
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
小
沢
剛
さ
ん
は
、
何
気
な
い
暮
ら
し
の
中

の
品
々
に
大
事
な
人
の
記
憶
を
探
る
作
品
を
展
示
。

残
さ
れ
た
物
を
な
ぞ
り
、
描
く
行
為
に
よ
っ
て
大

事
な
人
を
確
認
し
ま
す
。
作
品
タ
イ
ト
ル
は
「
で

き
る
か
な
二
〇
一
〇
」。
伝
統
工
芸
士
の
本
田
充
さ

ん
の
協
力
に
よ
り
、
な
ぞ
り
、
描
く
行
為
に
漆
の

力
も
借
り
ま
す
。
展
示
会
場
は
会
津
若
松
市
の
井

上
一
夫
商
店
さ
ん
で
す
。

　

絵
描
き
の
は
と
さ
ん
は
、
起
き
上
が
り
小
法
師

の
よ
う
に
東
北
も
起
き
上
が
っ
て
欲
し
い
と
の
願
い

を
こ
め
て
、
全
国
各
地
で
一
般
の
参
加
者
と
漆
塗

り
の
起
き
上
が
り
小
法
師
を
制
作
。
六
月
の
会
津

会
津
・
漆
の
芸
術
祭
二
〇
一
一

　
　

～
東
北
へ
の
エ
ー
ル
～

会
期
：
一
〇
月
一
日（
土
）～
一
一
月
二
三
日（
水
・
祝
）

会
場
：
会
津
若
松
市
内
／
喜
多
方
市
内

若
松
開
催
を
ス
タ
ー
ト
に
、
広
島
、
大
阪
、
東
京
、
青
森
、
名

古
屋
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
生
ま
れ
、
東
北
へ
の
応
援
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
託
さ
れ
た
こ
ぼ
し
が
会
津
に
届
き
ま
す
。
作
品
名
は

「
起
き
上
が
る
！
東
北
こ
ぼ
し
さ
ん
～
小
さ
な
桃
源
郷
・
う
る

し
の
こ
ぼ
し
村
～
」。
展
示
会
場
は
会
津
若
松
市
の
ｂ―

ｐ
ｒ

ｅ
ｓ
ｅ
蔵
舗
さ
ん
で
す
。

　

会
津
で
活
躍
す
る
漆
芸
家
、
漆
の
職
人
さ
ん
た
ち
も
多
数
参

加
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
喜
多
方
市
在
住
の
漆
芸
家
・
佐
藤
達

夫
さ
ん
は
「
露
草
蒔
絵
色
紙
箱
『
輪
』」
を
出
品
。
露
草
が
描

く
輪
は
、
人
の
輪
の
貴
さ
を
想
起
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
露
草
の

姿
に
見
る
自
然
の
美
し
さ
と
豊
か
さ
は
、
災
害
だ
け
で
な
く
私

た
ち
に
多
く
の
実
り
を
も
た
ら
す
自
然
と
人
と
の
関
わ
り
に
も

思
い
を
至
ら
せ
ま
す
。
展
示
会
場
は
会
津
若
松
市
内
の
ジ
ュ
エ

リ
ー
オ
オ
ス
カ
さ
ん
で
す
。

　

会
期
中
に
は
多
数
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
後
援
事
業
、
協
賛
事
業

も
行
わ
れ
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
と
、
東
北
へ
の
エ
ー
ル

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
共
有
し
、
こ
れ
か
ら
の
道
し
る
べ
を
探
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。（
担
当
：
小
林
め
ぐ
み
）

アンティエ・グメルス　333 PRAYERS・333の祈り

小沢剛 できるかな2010　＊画像協力 府中市美術館

佐藤達夫　露草蒔絵色紙箱『輪』

はと 起き上がる！東北こぼしさん
～小さな桃源郷・うるしのこぼし村～
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Ｑ
：
猪
苗
代
町
に
あ
る
土
津
神
社
は
、
保
科
正
之
が
神
と

し
て
祀
ら
れ
た
神
社
だ
そ
う
で
す
が
、
少
し
詳
し
く
説
明

し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
：
保ほ
し
な科
正ま
さ
ゆ
き之
は
、
そ
の
生
い
立
ち
か
ら
し
て
諸
大
名
の

中
で
卓
越
し
た
人
物
で
し
た
。
会
津
藩
主
と
し
て
藩
政
を

主
導
し
、
ま
た
、
将
軍
後
見
人
と
し
て
、
幕
府
の
政
治
体

制
の
重
責
を
担
い
、
為
政
者
の
進
む
べ
き
道
を
追
求
し
ま

し
た
。
幕
府
の
政
治
や
藩
政
の
運
営
に
際
し
、
文
治
的
な

体
制
を
組
織
化
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

正
之
の
政
治
姿
勢
は
、
学
問
と
密
接
に
連
動
し
て
い
ま

し
た
。
朱
子
学
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
に
寛
文
四
年
に
京

都
か
ら
山
崎
闇
斎
を
招
聘
し
、
研
鑽
を
深
め
ま
し
た
。
一

方
で
、
寛
文
元
年
に
は
吉よ
し
か
わ川

き
っ
か
わ

惟こ
れ
た
り足
を
招
い
て
神
道
の
講
義

を
聴
聞
し
ま
し
た
。
寛
文
一
一
年
に
は
神
道
の
道
統
の
伝

授
を
受
け
、
霊
社
号
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
没

後
に
神
と
し
て
土
津
神
社
に
祀
ら
れ
ま
し
た
。

Ｑ
：
保
科
正
之
が
神
道
を
学
ん
だ
吉
川
惟
足
と
は
、
ど
の

よ
う
な
人
で
す
か
。

Ａ
：
ま
ず
、
吉
川
惟
足
の
先
生
で
あ
る
吉よ
し
だ田
兼か
ね
よ
り従
を
紹
介

し
ま
す
。
吉
田
兼
従
（
一
五
九
〇―

一
六
六
〇
）
は
、
京
都

の
神
祇
管
領
長
上
吉
田
兼
治
の
長
子
で
し
た
が
、
祖
父
兼
見

の
養
子
に
な
り
萩は
ぎ
わ
ら原
を
称
し
ま
し
た
。
兼
従
は
、
豊
臣
秀
吉

を
祀
る
豊
国
社
の
社
務
職
と
な
り
、
将
来
の
萩
原
家
の
発
展

が
期
待
さ
れ
ま
し
た
が
、
豊
臣
氏
滅
亡
に
よ
っ
て
零
落
し
ま

し
た
。
後
に
吉
田
家
の
後
見
人
と
し
て
、
吉
田
神
道
の
道
統

を
守
る
た
め
に
神
道
伝
授
に
意
を
砕
き
ま
し
た
。

　

兼
従
の
晩
年
に
吉
川
惟
足
が
入
門
し
ま
し
た
。
兼
従
は
、

惟
足
の
神
道
研
究
に
専
心
す
る
誠
実
さ
を
信
頼
し
、
惟
足

に
吉
田
神
道
の
教
学
面
の
秘
伝
＝
道
統
を
伝
授
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
吉
田
家
の
継
承
者
が
若
年
の
た
め
に
道
統
を
継

承
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
道
統
断
絶
を
危

惧
し
た
兼
従
が
、
将
来
の
返
伝
授
を
念
頭
に
お
い
て
、
一

時
的
に
惟
足
に
伝
授
し
た
の
で
し
た
。
結
果
と
し
て
は
、

返
伝
授
は
完
全
に
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
に
清
原
兼
従
か
ら
神
道
を
伝
授
さ
れ
た
吉
川
惟
足
（
一

六
一
六―

一
六
九
四
）
に
つ
い
て
、
少
し
詳
し
く
説
明
い

た
し
ま
す
。
上
京
し
て
萩
原
兼
従
に
師
事
し
た
吉
川
惟
足

は
、
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
に
兼
従
の
秘
伝
を
こ
と
ご

と
く
伝
授
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
保
科
正
之
は
、
惟
足
に
講

義
を
受
け
て
神
道
を
学
び
、
ま

た
、
儒
者
の
服
部
安
休
に
惟
足

の
神
道
論
を
学
ば
せ
て
伝
達
さ

せ
て
学
問
を
深
め
ま
し
た
。

　

惟
足
は
、
寛
文
一
一
年
一
一

月
一
七
日
に
保
科
正
之
に
、
一

事
、
二
事
、
三
事
の
伝
授
を
経

な
い
で
、
直
接
、
最
高
の
秘
伝

で
あ
る
四し
じ
ゅ
う重
奥お
う
ひ秘
す
な
わ
ち

神ひ
も
ろ
ぎ
い
わ
さ
か
で
ん

籬
磐
境
伝
を
授
与
し
て
、

土
津
霊
神
の
霊
社
号
を
授
与

し
ま
し
た
。

　

吉
田
家
に
連
綿
と
継
承
さ

れ
た
吉
田
神
道
は
、
吉
田

（
萩
原
）
兼
従
（
神
海
霊
神
）

か
ら
吉
川
惟
足
（
視
吾
霊

神
）
に
伝
授
さ
れ
、
吉
川
惟

足
か
ら
保
科
正
之
（
土
津
霊

神
）
に
伝
授
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
考
資
料
と
し
て
写
真
展
示
し
た
「
萩
原
兼
従
画
像
」

は
、
土
津
神
社
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
画

像
は
、
狩
野
探
幽
の
描
い
た
作
品
で
、
箱
書
き
が
吉
川
惟

足
の
手
に
な
る
も
の
で
す
。

Ｑ
：
企
画
展
「
生
誕
四
〇
〇
年
記
念　

保
科
正
之
の
時
代
」

の
展
示
資
料
で
、
吉
川
惟
足
の
関
係
資
料
に
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
：「
視あ
れ
み吾
霊
神
行
状
」
は
、
吉
川
惟
足
の
伝
記
の
一
つ
で

す
。
冒
頭
に
「
視
吾
霊
社
神
像
」
と
し
て
、
肖
像
画
と
讃

が
書
か
れ
て
お
り
、
左
隅
に
「
隠
孝
謹
賛
」
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
年
号
の
早
い
跋
文
は
、
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）

九
月
に
「
東
奥
州
会
津
山
郡
隠
士
中
野
理
八
郎
平
義
都
謹

跋
」
と
あ
り
ま
す
。
次
の
序
文
と
跋
文
は
、
安
永
三
年
（
一

七
七
四
）
一
月
に
「
伊
波
三
（
美
）
太
津
彦　

源
重
平
」

が
書
い
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
展
示
解
説
図
録
の
特
別
寄
稿
論
文
と
し
て
歴
史

学
博
士
真
壁
俊
信
氏
が
「
保
科
正
之
は
な
ぜ
神
に
祀
ら
れ

た
か
」
を
執
筆
し
て
い
ま
す
。
神
に
祀
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
な
ぜ
、
土
津
神
社
は
、
磐
梯
山

麓
に
祀
ら
れ
た
の
か
な
ど
、
興
味
深
い
内
容
が
、
わ
か
り

や
す
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
保
科
正
之
・
吉
川
惟
足
・
吉
田
兼
従
」

Q
&
A

回
答
者

歴
史
担
当

佐
藤
洋
一



�

保
科
正
之
が
後
を
頼
ん
だ
人
物
は
誰
か

阿
部　

綾
子　
歴
史
担
当

　

会
津
藩
主
・
保
科
正
之
が
、
実
兄
の
三
代
将
軍
徳
川
家
光

の
信
頼
を
う
け
、
四
代
家
綱
の
後
見
を
つ
と
め
た
こ
と
は
、

ご
存
じ
の
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
父
家
光
の
死
を
う
け
て
将

軍
と
な
っ
た
時
、
家
綱
は
わ
ず
か
一
一
歳
で
し
た
。
さ
ら
に
、

将
軍
の
代
替
わ
り
に
お
い
て
父
が
不
在
で
あ
っ
た
の
は
、
徳

川
将
軍
家
始
ま
っ
て
以
来
の
事
だ
っ
た
の
で
す
。
二
代
秀
忠

も
三
代
家
光
も
、
将
軍
と
な
っ
て
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、
そ

の
父
が
大
御
所
と
し
て
君
臨
し
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
将

軍
家
綱
の
治
世
の
す
べ
り
だ
し
に
は
、
大
御
所
に
か
わ
る
強

力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。
家
光
に
よ
り

そ
の
役
目
に
選
ば
れ
た
の
が
正
之
で
す
か
ら
、
正
之
が
い
か

に
信
頼
を
得
て
い
た
の
か
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
家
綱
の
治
世
に
お
い
て
勢
い
の
あ
っ
た
正
之
で

す
が
、
正
之
を
頼
み
と
し
た
の
は
将
軍
家
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
例
え
ば
、
加
賀
の
前
田
家
も
、
正
之
に
熱
い

期
待
を
よ
せ
て
い
ま
す
。
四
代
藩
主
光
高
の
急
死
に
よ
り
、

嗣
子
犬
千
代
（
綱
紀
、
は
じ
め
綱
利
）
が
襲
封
し
た
の
は
四

歳
の
時
で
し
た
。
綱
紀
は
、
隠
居
し
て
い
た
祖
父
利
常
の
後

見
を
し
ば
ら
く
う
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。し
か
し
利
常
は
、

後
の
こ
と
を
考
え
て
正
之
の
娘
を
綱
紀
の
正
室
と
す
る
こ
と

を
幕
府
に
申
し
入
れ
、
そ
の
願
い
は
実
現
し
て
、
万
治
元
年

（
一
六
五
八
）
に
正
之
の
娘
・
松
姫
が
綱
紀
に
嫁
し
ま
し
た
。

松
姫
は
、
こ
の
時
他
家
へ
嫁
ぐ
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
利
常
の
強
い
願
い
に
よ
り
、
前
田
家
へ
嫁
ぎ
ま
し
た
。

婚
儀
が
済
む
と
、
利
常
は
そ
の
年
の
う
ち
に
亡
く
な
り
、
利

常
の
ね
ら
い
通
り
、
正
之
は
以
後
の
加
賀
藩
政
を
後
見
し
ま

し
た
。
ま
た
米
沢
の
上
杉
家
も
、
正
之
の
娘
・
媛
姫
を
正
室

に
迎
え
て
い
ま
す
が
、
嗣
子
の
な
い
ま
ま
藩
主
綱
勝
が
急
逝

し
た
際
、
そ
の
存
続
を
強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
の
が
正

之
で
し
た
。

　

で
は
、
正
之
自
身
が
頼
み
と
し
た
人
物
は
誰
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
結
論
か
ら
い
う
と
、
死
期
に
臨
ん
で
諸
々
を
頼

ん
だ
の
は
、
女
婿
稲
葉
正
往
（
は
じ
め
義
雅
、
正
通
。
丹
後

守
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
、『
家
世
実
紀
』
な
ど
い
く
つ
か
の

史
料
か
ら
分
か
り
ま
す
。
正
往
の
父
・
稲
葉
正
則
（
美
濃
守
）

は
春
日
局
の
孫
で
、
家
綱
の
治
世
に
老
中
と
し
て
重
用
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
正
之
の
死
後
、
会
津
藩
の
重
臣
達
は
、

藩
の
重
大
事
に
稲
葉
正
則
・
正
往
父
子
の
指
示
を
仰
い
で
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
具
体
的
に
伝
え
る
書
状
が
、
今
に
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。
書
状
は
会
津
藩
家
老
の
柳
瀬
三
左
衛
門
か

ら
、
同
じ
く
家
老
の
一
柳
平
左
衛
門
に
あ
て
た
も
の
で
、
正

之
の
葬
儀
が
済
ん
だ
直
後
の
、
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
四

月
一
三
日
に
書
か
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
書
状
か
ら
、
一
柳

平
左
衛
門
が
、
藩
の
奉
行
人
な
ど
重
役
決
定
の
際
に
は
「
美

濃
様
・
丹
後
様
」
父
子
に
相
談
し
た
ほ
う
が
良
い
と
考
え
て

い
た
こ
と
や
、「
聖
光
院
様
」（
正
之
継
室
、
万
）
を
「
丹
後

様
」
が
訪
問
し
て
何
や
ら
意
見
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
の
訪
問
に
よ
る
効
果
で
、「
弥
御
仕
置
之
事
ニ
御
か
ま
い

無
御
座
様
ニ
と
存
候
、
畢
竟　

殿
様
御
為
よ
く
候
」、
す
な

わ
ち
、
今
後
聖
光
院
様
が
藩
の
政
治
に
口
を
出
さ
な
い
だ
ろ

う
、
結
局
そ
れ
が
殿
様
（
二
代
藩
主
正
経
）
の
た
め
に
も
よ

い
、
と
書
か
れ
て
お
り
、
当
時
の
内
部
事
情
が
伺
い
知
れ
て
、

興
味
深
い
書
状
で
す
。
と
同
時
に
、
稲
葉
正
往
が
会
津
藩
の

政
治
向
き
に
か
な
り
踏
み
込
ん
だ
立
場
に
い
た
こ
と
が
推
察

さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
書
状
は
当
館
秋
の
企
画
展
「
生
誕
四
〇
〇
年

記
念　

保
科
正
之
の
時
代
」
で
も
公
開
し
ま
す
。
正
之
の
生

き
た
時
代
、
藩
政
を
円
滑
に
す
す
め
る
上
で
、
大
名
間
相
互

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
い
か
に
重
要
で
あ
っ
た
の
か
を
感
じ
て

頂
け
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。 

研
究
ノ
ー
ト

柳瀬三左衛門書状　一柳平左衛門宛
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冬
の
企
画
展 

予
告

小
さ
な
も
の
集
ま
れ
！

─
雛
道
具
か
ら
古
民
家
模
型
ま
で
─

■
会
期
：
平
成
二
四
年
二
月
一
八
日（
土
）～
五
月
一
三
日（
日
）

　

ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
展
覧
会
で
す
。
中
心
と
な
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
二

つ
。
ひ
と
つ
は
極
小
の
美
、
雛
道
具
で
す
。
江
戸
の
七
澤
屋
と
い
う

精
巧
で
見
事
な
道
具
を
方
寸
の
内
に
作
り
出
し
、
そ
の
出
来
栄
え
を

称
賛
さ
れ
た
店
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
古
民
家
模
型

六
十
数
戸
（
作
者
は
い
わ
き
市
在
住
）。
余
暇
に
作
る
ア
マ
チ
ュ
ア

だ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
凝
り
よ
う
は
尋
常
で
は
な
く
、
寸
法

の
正
確
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
現
状
を
写
し
取
っ
た
か
の
よ
う
に
生
活
痕

も
再
現
し
、
学
術
模
型
に
は
な
い
住
む
人
の
息
遣
い
ま
で
も
伝
え
る

よ
う
な
素
晴
ら
し
さ
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
、
明
治
以
降
の
裁
縫
教
育

の
場
で
作
成
さ
れ

た
裁
縫
雛
型
、
船

の
模
型
な
ど
い
ず

れ
も
小
さ
く
て
も

驚
き
と
愛
ら
し
さ

を
私
た
ち
に
与
え

て
く
れ
そ
う
で

す
。
時
間
を
か
け

て
じ
っ
く
り
と
お

楽
し
み
く
だ
さ

い
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

会
津
・
漆
の
芸
術
祭

テ
ー
マ
展　

山
内
清
司
漆
芸
展

　
　
　
　
　

─
自
然
と
語
ら
う
─

会　期：10月８日（土）～12月４日（日）
会　場：常設展部門展示室　歴史美術
観覧料：大人・大学生260円（常設展料金でご覧になれます）、小中高校生無料

　日本を代表する漆芸家・六角紫水に学んだ後、会津で制作活動と後進の指導に
あたった漆芸家・山内清司。自然に向き合って生まれた表現力と息を飲むような
精緻な技法の数々をご紹介します。

秋草蒔絵棗

極小の美　雛道具

蟋蟀蒔絵香合



企
画
展

　

秋
の
企
画
展

　
「
生
誕
４
０
０
年
記
念　

保
科
正
之
の
時
代
」

　

会
期　

10
月
８
日（
土
）～
11
月
27
日（
日
）

◎
秋
の
企
画
展
関
連
行
事

　

展
示
解
説
会
「
保
科
正
之
展
リ
レ
ー
解
説
会
」

　

日
時　

10
月
９
日（
日
）13
時
30
分
～
14
時
30
分
・15
時
～
15
時
30
分

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
企
画
展
示
室
・
若
松
城
天
守
閣
郷
土
博
物
館

　

講
師　

学
芸
員　

阿
部
綾
子

　
　
　
　

若
松
城
天
守
閣
郷
土
博
物
館
学
芸
員　

中
岡　

進
さ
ん

　

記
念
講
演
会
１
「
保
科
正
之
と
そ
の
同
志
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
江
戸
儒
学
の
黎
明
期
～
」

　

日
時　

10
月
16
日（
日
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

講
師　

東
京
大
学
人
文
社
会
系
研
究
科
准
教
授　

小
島　

毅
さ
ん

　

展
示
解
説
会
「
保
科
正
之
展
リ
レ
ー
解
説
会
」

　

日
時　

10
月
22
日（
土
）13
時
30
分
～
14
時
30
分
・
15
時
～
15
時
30
分

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
企
画
展
示
室
・
若
松
城
天
守
閣
郷
土
博
物
館

　

講
師　

学
芸
員　

阿
部
綾
子

　
　
　
　

若
松
城
天
守
閣
郷
土
博
物
館
学
芸
員　

中
岡　

進
さ
ん

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
保
科
正
之
の
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
ゆ
か
り
の
大
名
家
か
ら
さ
ぐ
る
─
」

　

日
時　

11
月
６
日（
土
）
13
時
30
分
～
16
時
20
分

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

講
師　

財
団
法
人
前
田
育
徳
会　

菊
池
紳
一
さ
ん

　
　
　
　

米
沢
市
上
杉
博
物
館　

角
屋
由
美
子
さ
ん

　
　
　
　

彦
根
城
博
物
館　

野
田
浩
子
さ
ん

　

企
画
展
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
会
津
慶
長
地
震
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

　

日
時　

11
月
19
日（
土
）
13
時
30
分
～
16
時
30
分

　

場
所　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

　

講
師　

元
通
産
省
地
質
調
査
所　

鈴
木
尉
元
さ
ん

　
　
　
　

新
潟
大
学
人
文
学
部　

堀　

健
彦
さ
ん

　

記
念
講
演
会
２
「
保
科
正
之
は
な
ぜ
神
に
祀
ら
れ
た
か
」

　

日
時　

11
月
27
日（
日
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

講
師　

歴
史
学
博
士　

真
壁
俊
信
さ
ん

　　

会
期　

10
月
１
日（
土
）～
11
月
23
日（
水
・
祝
）

　
「
ふ
る
さ
と
の
考
古
資
料
２―

【
会
津
美
里
町
】
遺
跡
探
訪―

」

　

会
期　

６
月
４
日（
土
）～
平
成
24
年
５
月
13
日（
日
）

　
「
山
内
清
司
漆
芸
展―

自
然
と
語
ら
う―

」

　

会
期　

10
月
８
日（
土
）～
12
月
４
日（
日
）

　
「
ふ
く
し
ま
の
大
地
を
つ
く
る
石
た
ち
」

　

会
期　

12
月
10
日（
土
）～
平
成
24
年
１
月
29
日（
日
）

　
「
吉
祥　

め
で
た
い
も
の
た
ち
」

　

会
期　

12
月
10
日（
土
）～
平
成
24
年
１
月
22
日（
日
）

　
「
は
じ
ま
り
の
考
古
学　

注
口
土
器
の
は
じ
ま
り
」

　

会
期　

８
月
30
日（
火
）～
平
成
24
年
３
月
18
日（
日
）

　
「
は
じ
ま
り
の
考
古
学　

米
作
り
と
石
の
道
具
」

　

会
期　

８
月
30
日（
火
）～
平
成
24
年
３
月
18
日（
日
）

　
「
は
じ
ま
り
の
考
古
学　

塩
づ
く
り
の
は
じ
ま
り
」

　

会
期　

10
月
18
日（
火
）～
平
成
24
年
３
月
18
日（
日
）

　
「
ふ
く
し
ま
の
教
育
資
料
」

　

会
期　

10
月
22
日（
土
）～
11
月
25
日（
金
）

　
「
く
ら
し
の
石―

稲
荷
原
石
で
作
っ
た
火
の
道
具―

」

　

会
期　

12
月
１
日（
木
）～
平
成
24
年
２
月
３
日（
金
）

　
「
は
じ
ま
り
の
考
古
学　

埋
め
ら
れ
た
お
経―

会
津
の
経
塚―

」

　

会
期　

12
月
20
日（
火
）～
平
成
24
年
３
月
18
日（
日
）

　
「
旧
石
器
時
代
の
斧
」

　

会
期　

12
月
20
日（
火
）～
平
成
24
年
３
月
18
日（
日
）

　

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
「
ラ
イ
ブ
で
た
ど
る
ジ
ャ
ズ
の
歴
史
」

　

日
時　

12
月
17
日（
土
）
13
時
30
分
～

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

　

出
演　

ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
「
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
」

　
『
遠
野
物
語
』
を
読
む
19

　

日
時　

10
月
20
日（
木
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄

　
『
遠
野
物
語
』
を
読
む
20

　

日
時　

11
月
17
日（
木
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄

　
『
遠
野
物
語
』
を
読
む
21

　

日
時　

12
月
15
日（
木
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄

○
民
俗
学
講
座

　

企
画
展
図
録
で
学
ぶ
民
俗
学
４
「
村
芝
居
の
世
界
」

　

日
時　

10
月
８
日（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
視
聴
覚
室

　

講
師　

学
芸
員　

内
山
大
介

　

企
画
展
図
録
で
学
ぶ
民
俗
学
５
「
染
め
る
」

　

日
時　

11
月
12
日（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
視
聴
覚
室

　

講
師　

学
芸
員　

佐
々
木
長
生

○
考
古
学
講
座

　

は
じ
ま
り
の
考
古
学
２
「
注
口
土
器
の
は
じ
ま
り
」

　

日
時　

10
月
15
日（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

講
師　

学
芸
員　

森　

幸
彦

　

は
じ
ま
り
の
考
古
学
３
「
米
作
り
と
石
の
道
具
」

　

日
時　

11
月
26
日（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

講
師　

学
芸
員　

田
中　

敏

　

は
じ
ま
り
の
考
古
学
４
「
塩
づ
く
り
の
は
じ
ま
り
」

　

日
時　

12
月
10
日（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

講
師　

学
芸
員　

高
橋　

満

○
自
然
史
講
座

※
「
鶴
ヶ
城
の
野
鳥
」

　

日
時　

11
月
13
日（
日
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

会
場　

視
聴
覚
室
・
鶴
ヶ
城
公
園

　

講
師　

野
鳥
研
究
家　

古
川
裕
司
さ
ん

　
「
か
ら
む
し
織
」

　

日
時　

10
月
16
日（
日
）
13
時
30
分
～
14
時
30
分

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
体
験
学
習
室

　

講
師　

伝
統
技
術
保
持
者　

酒
井
モ
ト
子
さ
ん

　
「
檜
枝
岐
の
曲
物
作
り
」

　

日
時　

11
月
６
日（
日
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
体
験
学
習
室

　

講
師　

伝
統
技
術
保
持
者　

星　

長
一
さ
ん

　

会
津
史
学
会
歴
史
文
化
講
演
会
「
相
津
国
」
誕
生
の
由
来

　

日
時　

10
月
23
日（
日
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

講
師　

県
考
古
学
会
顧
問　

鈴
木　

啓
さ
ん

　

会
津
史
談
会
公
開
文
化
史
講
座
「
近
世
期
の
会
津
」

　

日
時　

11
月
10
日（
木
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

講
師　

学
芸
員　

阿
部
綾
子

　

＊
展
示
解
説
員
に
よ
る
常
設
展
総
合
展
示
の
案
内
で
す
。

　

＊
毎
週
土
曜
日
、
日
曜
日
の
11
時
と
14
時
か
ら
30
分
ほ
ど
行
い
ま

す
。

　

11
月
３
日（
木
）文
化
の
日　

ど
な
た
さ
ま
も
常
設
展
無
料
で
す
。

　

11
月
１
日（
火
）～
11
月
６
日（
日
）　

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生

は
企
画
展
無
料
で
す
。

　

10
月　

３
日（
月
）・
11
日（
火
）・
17
日（
月
）・
24
日（
月
）・
31
日（
月
）

　

11
月　

７
日（
月
）・
14
日（
月
）・
21
日（
月
）・
24
日（
木
）・
28
日（
月
）

　

12
月　

５
日（
月
）・
12
日（
月
）・
19
日（
月
）・
26
日（
月
）・
28
日

（
水
）～
31
日（
土
）

＊
要
申
込
の
行
事
は
基
本
的
に
開
催
日
の
１
ヶ
月
前
か
ら
募
集
を
開
始
し

ま
す
が
、
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
そ
の
他
、
行
事
等
の
詳
細
に
関
し
ま
し
て
は
、
月
行
事
予
定
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

季
刊

博
物

館
だ

よ
り

　
102号

　
2011年

９
月

30日
発

行
　

編
集

・
発

行
　

福
島

県
立

博
物

館
　

〒
965－0807　会

津
若

松
市

城
東

町
１

－25　
TEL0242－28－6000　

印
刷

　
陽

光
社

印
刷

株
式

会
社

　
福

島
市

南
矢

野
目

字
萩

ノ
目

裏
１

－１
　

TEL024－553－4600

information

リサイクル適正  A

常
設
展
無
料
開
放
日

テ
ー
マ
展

 

※
常
設
展
料
金
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

ポ
イ
ン
ト
展

 

※
常
設
展
料
金
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト

講
演
・
講
座

 

※
は
要
申
込

や
さ
し
い
展
示
解
説

共
催
事
業

木
曜
の
広
場

実　
　

演

企
画
展

会
津
・
漆
の
芸
術
祭

企
画
展
無
料
開
放
日

10
月
～
12
月
の
休
館
日


